
○○○○○○○。
駒ケ岳山開き

仲間と奏でるハーモニー
コール駒草5周年記念演奏会
12月 10日、田沢湖総合開発センターでコーラスサークル「コール駒草」の5周年
記念演奏会が開催されました。歌うことが大好きな皆さんが集まり活動した日頃の成
果を記念のステージで思い切り披露。素敵な歌声を会場いっぱいに響かせました。



に関する相談窓口
　除雪等、雪に関するご相談がありましたら、下記の担当にご連絡ください。

　なお、相談の内容により、担当部署に電話を転送することがあります。
　また、土・日曜日、祝日等の休日は、日直が電話をお取り次ぎしますが、
すぐに対応できない場合がありますので、あらかじめご了承願います。

高齢者世帯等除排雪支援に関すること
■【平日】8：30 から 17：15 まで
　■  長寿支援課　 ４３-２２８１

雪害、その他災害等に関する緊急時
■【平日】8：30 から 17：15 まで
　■  環境防災課　交通防災係　 ４３-３３０８
■【夜間・休日】※災害緊急時に限ります。
　■  環境防災課    災害緊急電話　　 ０８０-１６７７-７０２０
　　　　　　　　　　　　　　　　 ０８０-１６７７-７０２１　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ０９０-２７９６-３９７２

雪

道路除雪・流雪溝に関すること
■【平日】8：30 から 17：15 まで
　■  建設課（角館流雪溝を除く）　　 ４３-２２９４
　■  角館流雪溝（角館地域センター）　 ４３-３３０９
■【休日】8：30 から 17：15 まで
　各庁舎日直取次
　■  田沢湖　 ４３-１１１１
　■  角館　 ４３-３３０９
　■  西木　 ４３-２２００
■【【夜間】17：15 から 8：30 まで
　■  田沢湖　 ４３-１１１１（当直取次）
　■  角館　 ４３-３３０９（当直取次）
　■  西木　 ０８０-１６７９-８２４８（西木地域センター）

１

２

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税

特
別
徴
収
の
県
内
一
斉
実
施

に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
か
ら
給
与
所
得
者
の

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
県
内
の

市
町
村
で
一
斉
に
実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
／

　

事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
従
業
員

　
（
給
与
所
得
者
）
に
毎
月
支
払
う
給

　

与
か
ら
個
人
住
民
税
（
市
民
税
・

　

県
民
税
）
を
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

　

し
、
納
税
義
務
者
の
従
業
員
に
代

　

わ
っ
て
一
括
し
て
市
町
村
に
納
入

　

す
る
制
度
で
す
。

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
事
業
主

　

は
／

　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
所
得

　

税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の
あ
る

　

事
業
主
は
、
従
業
員
の
個
人
住
民

　

税
も
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く
義

　

務
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
常
時

　

２
人
以
下
の
家
事
使
用
人
の
み
に

　

給
与
等
を
支
払
う
事
業
主
は
除
き

　

ま
す
。

●
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト
は
／

◆
従
業
員
は
、
個
人
住
民
税
を
納
め

　

る
た
め
に
金
融
機
関
や
市
役
所
に

　

行
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

◆
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
、
延
滞
防

　

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
納
付
書
で
納
め
る
普
通
徴
収
は
年

　

４
回
の
納
付
で
す
が
、
特
別
徴
収

　

で
は
年
12
回
の
給
与
か
ら
の
天
引

　

き
な
の
で
、
１
回
あ
た
り
の
負
担

　

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
／
税
務
課　

市
民
税
係
（
田

　

沢
湖
庁
舎
）　

（
43
）
１
１
１
７

特別徴収による納税のながれ

給与所得者
（従業員）

④
特
別
徴
収
税
額
の
通
知

　
（
５
月
31
日
ま
で
）

⑤
給
与
支
払

　

毎
月
の
給
与
か
ら
税
額
を
天
引
き

　
（
６
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
）

給与支払者
（事業主）

①
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　
（
１
月
31
日
ま
で
）

③
特
別
徴
収
税
額
の
通
知

　
（
５
月
31
日
ま
で
）

⑥
個
人
住
民
税
の
納
入

　
（
翌
月
10
日
ま
で
）

市役所
②税額の計算

毎
年
５
月
に
給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
あ

て
に
、「
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
」
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
毎
月
の
給
与
か
ら

そ
の
税
額
を
徴
収
し
て
い
た
だ
き
、
給
料

日
の
翌
月
の
10
日
ま
で
に
各
給
与
所
得
者

（
従
業
員
）
の
住
所
地
の
市
町
村
に
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
26
年
１
月
６
日

夜
間
納
税
窓
口
開
設

の
お
知
ら
せ

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
平
成
26
年
１
月
６
日
（
月
）

　

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

　

は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

　

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

（
43
）
１
１
１
７

【
平
成
26
年
１
月
６
日
納
期
限
の
税
目
】

　

口
座
振
替
日
も
納
期
限
と
同
日
で
す

の
で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
第
４
期

◎
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）・

　

第
６
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

　

収
）・
第
６
期
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●総務課　 43-1111　●ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

●角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309

●田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1115・43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352

●西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　
●桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159

市
役所からのお知らせ

　

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ　



５

３７

４

６

８

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
／
12
月
16
日
（
月
）
～
平

　

成
26
年
１
月
６
日
（
月
）
ま
で

●
募
集
住
宅
／

①
松
葉
住
宅　

西
‐
２
０
１
（
築
９
年
）

◎
住
所
／
西
木
町
桧
木
内
字
松
葉
２
４
７

　

‐
３

◎
規
格
／
集
合
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
２
階
建
て
の
２
階

◎
月
額
家
賃
／
３
万
５
０
０
０
円

　
（
駐
車
料
金
１
台
分
含
む
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
１
０
０
０
円

　
（
２
台
目
よ
り
）

②
公
園
南
団
地
３
‐
２
（
築
27
年
）

◎
住
所
／
田
沢
湖
生
保
内
字
武
蔵
野

　

１
０
５
‐
８
９
５

◎
規
格
／
集
合
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
３
階
建
て
の
３
階

◎
月
額
家
賃
／
２
万
１
３
０
０
円
か

　

ら
（
所
得
額
に
よ
る
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
駐
車
料
な
し

※
入
居
時
に
月
額
家
賃
の
３
か
月
分

　

の
敷
金
の
納
付
、
連
帯
保
証
人
が

　

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
暖
房
器
具
は
、
湿
気
防
止
の
為
、
屋

　

外
給
排
気
式
（
Ｆ
Ｆ
式
等
）
ま
た
は

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

※
申
込
は
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の

　

条
件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

　

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。（
婚

　

姻
の
予
約
者
を
含
む
）

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が

　

15
万
８
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ

　

と
。
た
だ
し
、
小
学
校
就
学
前
の
子

　

ど
も
が
い
る
世
帯
は
25
万
９
０
０
０

　

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。（
松
葉
住
宅

　

除
く
）

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ

　

る
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
単
身
入
居
の
場
合
は
、
条
件
が
あ
り

　

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。（
昭
和
31
年
4
月
1
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
方
は
申
込
可
能
等
）

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
前
に

　

都
市
整
備
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集

　

期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
当

　

日
必
着
）

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

　

都
市
整
備
課
（
西
木
庁
舎
）、
田
沢

　

湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納

　

が
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

　

各
１
通
（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
25
年
度

　

市
県
民
税
課
税
証
明
書
各
１
通
（
所

　

得
・
控
除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ

　

る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄

　

本
１
通
（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・

　

婚
姻
予
定
者
等
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護

　

受
給
証
明
書
1
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本
1
通

　
（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

　

も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
し

　

て
い
ま
す
。（
手
数
料
が
掛
か
り
ま

　

す
）

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、

　

書
類
審
査
の
う
え
公
開
抽
選
（
申

　

込
人
に
よ
る
く
じ
引
き
）
を
行
い

　

ま
す
。

◎
抽
選
日
時
／
平
成
26
年
１
月
15
日

　
（
水
）
14
時

◎
抽
選
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン

　

タ
ー　

２
階　

農
林
研
修
室

●
入
居
時
期
／
平
成
26
年
１
月
22
日

　
（
水
）
か
ら
入
居
可
能
で
す
。

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課　

　

住
宅
公
園
係
（
西
木
庁
舎
）

　

（
43
）
２
２
９
５

仙
北
市
消
防
出
初
式
に
伴
う

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ
と
お

願
い

　

平
成
26
年
１
月
６
日
（
月
）
仙
北
市

消
防
出
初
式
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

消
防
団
員
等
に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
11
時
30
分
か

ら
12
時
20
分
頃
ま
で
、
次
の
と
お
り
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
。

　

道
路
を
通
ら
れ
る
方
や
周
辺
の
皆
様

に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
車
両
通
行
止
区
間
／　
　

　

伝
承
館
～
角
館
郵
便
局
Ｔ
字
路　
　

　

時
間
／
11
時
30
分
～
12
時
頃

●
片
側
交
互
通
行
区
間
／

　

角
館
郵
便
局
Ｔ
字
路
～
健
康
管
理
セ

　

ン
タ
ー　

　

時
間
／
12
時
～
12
時
20
分
頃

　
（
左
側
を
通
行
し
ま
す
）

※
行
進
通
過
後
は
、
通
常
通
り
の
通
行

　

と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
環
境
防
災
課
（
角
館
庁
舎
）

　

（
43
）
３
３
０
８

【
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
】

●
委
員
の
任
期
／
平
成
26
年
２
月
１
日

　

～
平
成
28
年
１
月
31
日
（
２
年
間
）

●
協
議
会
開
催
／
年
３
回
（
必
要
に
応

　

じ
て
追
加
開
催
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
）

●
委
員
報
酬
／
運
営
協
議
会
出
席
時
に

　

は
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
募
集
要
領
に
つ
い
て
】

●
募
集
数
／
３
人

●
応
募
資
格
／
次
の
条
件
を
満
た
す
方

　
（
た
だ
し
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

　

の
議
員
を
除
く
。
ま
た
仙
北
市
の
他

　

の
審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
方
）

①
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　

い
る
方

②
満
20
歳
以
上
の
方
（
平
成
26
年
１
月

　

１
日
現
在
）

③
平
日
（
昼
間
）
開
催
の
会
議
に
参
加

　

で
き
る
方

国
保
の
運
営
に
、
あ
な
た
の
声
を

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

仙
北
市
で
は
条
例
で
定
め
て
い
る
仙

北
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

の
う
ち
、
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
仙
北

市
の
住
民
構
成
、
経
済
力
、
医
療
機
関

の
配
置
状
況
な
ど
地
域
の
特
性
を
勘
案

し
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関
し
て
必

要
な
意
見
の
交
換
や
調
査
、
審
議
、
さ

ら
に
市
長
へ
の
意
見
の
提
案
等
を
行
う

た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
営
協
議
会
に
広
く
、
か
つ
、

き
め
細
や
か
な
市
民
の
意
見
を
反
映
し

て
頂
く
た
め
、
以
下
の
内
容
に
よ
り
国

保
の
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
を
公

募
し
ま
す
。

●
応
募
締
切
／
平
成
26
年
１
月
10
日（
金
）

　

ま
で

●
応
募
方
法
／
市
民
課
、
各
地
域
セ
ン

　

タ
ー
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書

　
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

　

で
き
ま
す
）
に
氏
名
、
住
所
、
生
年

　

月
日
、
性
別
、
委
任
状
（
承
諾
書
）、

　

電
話
番
号
を
記
載
の
上
、
あ
な
た
が

　

日
頃
思
う
、
考
え
る
「
国
民
健
康
保

　

険
に
つ
い
て
」
の
意
見
書
（
形
式
な

　

ど
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
国
保
に

　

つ
い
て
あ
な
た
が
思
う
こ
と
の
箇
条

　

書
等
で
も
結
構
で
す
）
を
添
え
て
市

　

民
課
ま
た
は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
の

　

窓
口
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵

　

送
、
持
参
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
）

　

な
お
、
応
募
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し

　

ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募
さ
れ
た
方
の

　

個
人
情
報
は
選
考
以
外
の
目
的
に
は

　

一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
・
問
合
せ
先
／

〒
０
１
４
‐
０
３
９
２

　

仙
北
市
角
館
町
東
勝
楽
丁
19
番
地

　

仙
北
市
市
民
生
活
部

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

（
43
）
３
３
０
７

　

ＦＡＸ
（
54
）
１
１
１
７

仙
北
市
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
お
知
ら
せ

　

任
期
満
了
に
伴
う
仙
北
市
選
挙
管
理

委
員
の
選
挙
が
10
月
24
日
の
平
成
25
年

第
６
回
仙
北
市
議
会
臨
時
会
で
行
わ

れ
、
4
人
の
方
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
２
日
の
仙
北
市
選
挙
管

理
委
員
会
で
、
委
員
長
、
委
員
長
職
務

代
理
者
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。

◎
委
員
長
／
佐
々
木
昭
雄
（
田
沢
湖
）

◎
委
員
長
職
務
代
理
者
／
佐
藤
透（
西
木
）

◎
委
員
／
髙
橋
正
美
（
角
館
）

　
　
　
　

藤
原
儀
英
（
田
沢
湖
）

※
任
期
／
平
成
29
年
11
月
29
日
ま
で

●
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
田
沢
湖
庁
舎
）　

（
43
）
１
１
５
０	

	
	

	

仙
北
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
26
年
4
月
30
日
任
期
満
了
に
よ

る
「
仙
北
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
」
が
、

平
成
26
年
4
月
6
日
（
日
）
に
告
示
、

平
成
26
年
4
月
13
日
（
日
）
に
投
開
票

と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
選
挙
か
ら
議
員
の
定
数

が
19
人
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
田
沢
湖
庁
舎
）　

（
43
）
１
１
５
０

４環境保全センターの
年末年始の業務について

　12月 28日（土）から平成26年
1 月 5 日（日）まで一般ごみの収
集が行われないため、環境保全セ
ンターでは、次の日時に一般家庭
の持ち込みに限り、可燃ごみ・資
源ごみ・粗大ごみ・古紙類の直接
搬入の受け入れを行います。

◆ 12月 30日   月
　8：30 ～ 16：30

◆ 1月４日   土
　8：30 ～ 12：00
●問合せ／環境保全センター
　 54-3305
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●田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352



10

12

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

　

８
月
９
日
発
生
の
豪
雨
災
害
に
対

し
、
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆

様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
順

不
同
）

※
広
報
10
月
16
日
号
、
11
月
１
日
号
、

11
月
16
日
号
に
掲
載
分
以
降
に
確
認
で

き
た
皆
様
《
12
月
6
日
現
在
確
認
分
》

◆
近
畿
秋
田
県
人
会　

◆
北
浦
秋
田
ス

ギ
需
要
拡
大
協
議
会　

◆
末
木
美
喜
子

（
東
京
都
）　

◆
保
戸
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会　

◆

木
村
英
樹
（
秋
田
市
）　

◆
木
村
果
林

（
秋
田
市
）

８
月
９
日
豪
雨
災
害
義
援
金
の
配
分

災
害
義
援
金
の
第
１
次
配
分
に
つ
い
て

　

８
月
９
日
の
豪
雨
災
害
の
支
援
と
し

て
市
内
外
の
多
く
の
皆
様
か
ら
義
援
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
の
第
６
回
市
議
会
臨
時
会

で
、
義
援
金
の
配
分
予
算
の
承
認
を
い

た
だ
き
、
11
月
１
日
に
「
仙
北
市
８
月

９
日
豪
雨
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
設

置
要
綱
」
を
制
定
し
、
同
月
11
日
に
第

１
回
目
の
配
分
委
員
会
を
開
催
し
て
、

義
援
金
の
配
分
の
対
象
、
基
準
、
時
期

や
方
法
を
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

審
議
結
果
を
受
け
ま
し
て
、
第
１

次
配
分
と
し
て
、「
弔
慰
金
、
見
舞
金
」

を
死
亡
、
重
傷
、
軽
傷
お
よ
び
避
難
勧

告
地
域
見
舞
金
の
区
分
に
応
じ
、
ま
た
、

「
生
活
支
援
金
」
を
住
居
の
全
壊
、半
壊
、

床
上
浸
水
の
区
分
に
応
じ
て
、
義
援
金

を
配
分
支
給
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

第
１
次
配
分
と
し
て
は
、
６
３
６
万

５
千
円
を
予
定
し
、
12
月
中
に
は
対
象

と
な
る
皆
様
へ
支
給
を
終
え
ら
れ
る
よ

う
配
分
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

配分予定金額

種別 区分 配分割合 配分予定額
（A ×配分割合）

弔
慰
金
・
見
舞
金

死者 10 500,000 円

重傷 5 250,000 円

軽傷 0.1 5,000 円

避難勧告
地域見舞金

0.1 5,000 円

生
活
支
援
金

全壊 10 500,000 円

半壊 5 250,000 円

床上浸水
（重度）

1 50,000 円

床上浸水
（軽度）

0.5 25,000 円

第 1 次配分予定額

6,365,000 円

被災者（世帯）数に
配分割合を乗じた数

127.3
÷

配分基準額（A）
50,000 円＝

　

な
お
、
災
害
見
舞
金
は
、
11
月
28
日

現
在
で
１
０
５
７
万
９
４
２
２
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
被
災
地
域

の
自
治
会
が
管
理
運
営
す
る
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
や
地
域
社
会
の
復
興
に
役
立
つ

支
援
策
と
な
る
第
２
次
配
分
な
ど
の
計

画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
会
計
課
入
札
契
約
室

　

（
43
）
１
１
１
９

仙北市安全・安心メールにご登録ください！

11配信される情報
◆防災情報　◆安心情報　◆子育て情報　◆学校情報

空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.akita.jp
へ空メールを送信。返信されるメールの内容に従って本
登録を行ってください。

●問合せ／総合情報センター　 43-3339

９
●
応
募
締
切
／
平
成
26
年
１
月
21
日

　
（
火
）
必
着

●
表
彰
式
／
平
成
26
年
２
月
23
日
（
日
）

　

を
予
定

　

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー  

２
階  

学
習
室

●
氏
名
等
の
公
表
／
最
優
秀
賞
、
優
秀

　

賞
、
優
良
賞
の
受
賞
者
氏
名
は
「
広

　

報
せ
ん
ぼ
く
」
や
仙
北
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。ま
た
、

　

最
優
秀
作
品
は
「
広
報
せ
ん
ぼ
く
」

　

に
掲
載
し
ま
す
。

●
入
選
作
品
集
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
／

　
「
仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

入
賞
作
品
集
」
に
掲
載
し
ま
す
。

●
主
催
／
仙
北
市
教
育
委
員
会

●
後
援
／
角
館
図
書
館
後
援
会

●
問
合
せ
／
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

　

学
習
資
料
館　

（
43
）
３
３
３
３

平
成
25
年
度

仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

高
校
・
一
般
の
部
作
品
募
集

に
つ
い
て

　

仙
北
市
民
と
角
館
高
等
学
校
、
角
館

南
高
等
学
校
生
徒
を
対
象
に
「
平
成
25

年
度
仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
小
・
中
学
校
の
部
の
作
品
募

集
に
つ
い
て
は
、
各
校
あ
て
に
案
内
し

て
い
ま
す
。

●
出
品
点
数
／
１
人
１
点

●
対
象
図
書
／
自
由
。
た
だ
し
、
教
科

　

書
・
副
読
本
・
雑
誌
は
除
き
ま
す
。

●
用
紙
字
数
／
本
文
２
０
０
０
字
以
内

　
（
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
）

　

句
読
点
（
、
点　

。
ま
る
）
は
そ
れ

　

ぞ
れ
１
字
に
数
え
ま
す
。

●
応
募
作
品
／
日
本
語
で
書
か
れ
た
作

　

品
に
限
り
ま
す
。
未
発
表
の
も
の
に

　

限
り
ま
す
。

　

題
名
・
氏
名
等
は
必
ず
応
募
用
紙
に

　

記
入
し
、
本
文
の
み
原
稿
用
紙
に
記

　

入
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

●
作
品
提
出
／
学
習
資
料
館
に
直
接
持

　

参
ま
た
は
郵
送
と
し
ま
す
。

◎
住
所
／
〒
０
１
４
‐
０
３
１
１

　

仙
北
市
角
館
町
田
町
上
丁
23

　

学
習
資
料
館
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保
健
・
健
康
の
掲
示
板

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

　「
糖
尿
病
を
予
防
す
る
に
は
運
動
が

大
事
！
」
と
い
う
こ
と
を
、
わ
か
っ
て

は
い
る
け
ど
な
か
な
か
実
行
で
き
な
い

…
と
思
っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
、
健
康
運
動
指
導
士
の
柴
田

栄
宜
先
生
に
、
糖
尿
病
予
防
と
運
動
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
運
動

が
苦
手
な
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
運
動

の
大
切
さ
、
そ
し
て
ど
う
実
行
す
れ
ば

い
い
の
か
、「
コ
ツ
」
を
お
話
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
講
演
／

　

糖
尿
病
予
防
と
運
動
療
法
に
つ
い
て

　

～
運
動
で
高
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
～

◆
講
師
／
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

（
有
）
シ
バ
タ

　

健
康
運
動
指
導
士　

柴
田 

栄
宜
先
生

【
角
館
】

◆
日
時
／
12
月
24
日
（
火
）

　

13
時
30
分
～
15
時

　

（
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分
）

◎
場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

【
田
沢
湖
】

◆
日
時
／
２
月
５
日
（
水
）

　

13
時
30
分
～
15
時

　

（
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分
）

◎
場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

「
糖
尿
病
予
防
教
室
講
演
会
」
の
お
知
ら
せ

糖
尿
病
予
防
と
運
動
療
法
に
つ
い
て

◆
申
込
締
切
日
／
講
演
前
日
ま
で
電
話

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
糖
尿
病
予
防
教
室
（
角
館
地
区
）
は
、

　

12
月
17
日
（
火
）
勉
強
会
か
ら
開
始

　

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

　

担
当　

後
藤　

（
55
）
１
１
１
２

１２月の献血日程
【全血】

◆日時・場所／ 12 月 24 日（火）
♥ 9：40 ～ 10：40　株式会社　安藤醸造　北浦本館
♥ 11：00 ～ 12：00　（株）今光学機械製作所
♥ 13：30 ～ 14：40　（株）ＪＡ秋田おばこ　角館支店
♥ 15：00 ～ 16：30　（株）市立角館総合病院
◆問合せ／仙北市保健課　 55-1112



▲

問合せ／環境保全センター　 54-3305

日付

田沢湖一般廃棄物最終処分場（搬入時）
運搬車輌 10 台分

左右測定
田沢湖一般廃棄物最終処分場

田向地区 
C 測定地点

国道 46 号線 
交差点付近
D 測定地点

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 2 か所
（測定平均値） Ａ測定地点 Ｂ測定地点最大値 最小値

11 月 1 日 0.05 0.04 0.05 0.05 0.04 0.04 0.05
11 月 5 日 0.05 0.04 0.05
11 月 6 日 0.05 0.04 0.05
11 月 7 日 0.06 0.05 0.07
11 月 8 日 0.06 0.04 0.05 0.05 0.04 0.05 0.05
11 月 11 日 0.06 0.05 0.07
11 月 12 日 0.05 0.04 0.05
11 月 13 日 0.05 0.04 0.05
11 月 14 日 0.05 0.04 0.05
11 月 15 日 0.06 0.05 0.06 0.05 0.05 0.05 0.05
11 月 18 日 0.06 0.05 0.05
11 月 19 日 0.06 0.05 0.07
11 月 20 日 0.09 0.07 0.10
11 月 21 日 0.06 0.05 0.05
11 月 22 日 0.05 0.04 0.05 0.04 0.05 0.05 0.05
11 月 25 日 0.05 0.04 0.05
11 月 26 日 0.07 0.06 0.07
11 月 27 日 0.05 0.05 0.05
11 月 28 日 0.07 0.06 0.08
11 月 29 日 0.05 0.04 0.05 0.05 0.05 0.04 0.05

災害廃棄物受入実績
4 月～ 10 月 11 月 合計

日数 117 20 137
搬入台数（台） 1,170 199 1,369

受入量（ﾄﾝ） 2,838.88 507.01 3,345.89

放射性物質濃度の測定結果 ※カッコ内は検出下限値

測定項目
（ベクレル／リットル）

測定場所

田沢湖一般廃棄物最終処分場 周辺地区
飲用井戸水浸出水原水 放流水 放流水・沢水の合流点 地下水

11 月 15 日
セシウム 134 不検出（0.6） 不検出（0.5） 不検出（0.7） 不検出（0.6） 不検出（0.8）
セシウム 137 不検出（0.5） 不検出（0.6） 不検出（0.7） 不検出（0.7） 不検出（0.8）

岩手県野田村の不燃系混合廃棄物受入に伴う調査結果

【福祉施設】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地 セシウム 134
（測定下限値 Bq/Kg）

セシウム 137
（測定下限値 Bq/Kg）

にしき園 11 月 12 日 はくさい 秋田県 測定下限値未満（6.04Bq/Kg） 測定下限値未満（7.50Bq/Kg）

【保育園給食】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地 セシウム 134
（測定下限値 Bq/Kg）

セシウム 137
（測定下限値 Bq/Kg）

生保内保育園

11 月 5 日 にんじん 北海道 測定下限値未満（6.33Bq/Kg） 測定下限値未満（7.87Bq/Kg）

11 月 12 日 きゅうり 岩手県 測定下限値未満（6.01Bq/Kg） 測定下限値未満（7.47Bq/Kg）

11 月 18 日 鶏卵 秋田県 測定下限値未満（県測定）

11 月 26 日 だいこん 秋田県 測定下限値未満（5.95Bq/Kg） 測定下限値未満（7.38Bq/Kg）

神代保育園

11 月 5 日 キャベツ 秋田県 測定下限値未満（5.98Bq/Kg） 測定下限値未満（7.42Bq/Kg）

11 月 12 日 すぐり菜 秋田県 測定下限値未満（6.26Bq/Kg） 測定下限値未満（7.79Bq/Kg）

11 月 18 日 だいこん 秋田県 測定下限値未満（県測定）

11 月 26 日 りんご 秋田県 測定下限値未満（5.97Bq/Kg） 測定下限値未満（7.41Bq/Kg）

にこにこ保育園

11 月 7 日 にんじん 青森県 測定下限値未満（6.11Bq/Kg） 測定下限値未満（7.59Bq/Kg）

11 月 14 日 キャベツ 秋田県 測定下限値未満（6.24Bq/Kg） 測定下限値未満（7.76Bq/Kg）

11 月 18 日 だいこん 山形県 測定下限値未満（県測定）

11 月 28 日 はくさい 秋田県 測定下限値未満（6.12Bq/Kg） 測定下限値未満（7.61Bq/Kg）

ひのきない保育園

11 月 7 日 ごぼう 青森県 測定下限値未満（6.21Bq/Kg） 測定下限値未満（7.75Bq/Kg）

11 月 14 日 豚ひき肉 秋田県 測定下限値未満（5.95Bq/Kg） 測定下限値未満（7.35Bq/Kg）

11 月 18 日 りんご 秋田県 測定下限値未満（県測定）

11 月 28 日 もやし 秋田県 測定下限値未満（5.95Bq/Kg） 測定下限値未満（7.39Bq/Kg）

角館保育園（白岩小百合
保育園、角館西保育園、
中川保育園）

11 月 7 日 小松菜 秋田県 測定下限値未満（6.15Bq/Kg） 測定下限値未満（7.64Bq/Kg）

11 月 14 日 鶏もも肉 北海道 測定下限値未満（5.88Bq/Kg） 測定下限値未満（7.31Bq/Kg）

11 月 18 日 長ネギ 秋田県 測定下限値未満（県測定）

11 月 28 日 ほうれん草 秋田県 測定下限値未満（6.33Bq/Kg） 測定下限値未満（7.88Bq/Kg）

※角館地区の保育園では、角館保育園が給食食材を一括購入しています。　　　　　　　　　　　　

▲

一般食品基準値：100Bq ／ kg 以下　（一般食品、平成 24 年 4 月 1 日より適用）▲

問合せ／【学校給食】教育委員会教育指導課（角館庁舎）　 43-3382　【保育園給食】子育て推進課（西木庁舎）　 43-2280
　　　　　  【市民持込食材】環境防災課（角館庁舎）　 43-3308

【学校給食】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地 セシウム 134
（測定下限値 Bq/Kg）

セシウム 137
（測定下限値 Bq/Kg）

田沢湖学校給食センター

11 月 6 日 たまご 秋田県 測定下限値未満（6.10Bq/Kg） 測定下限値未満（7.58Bq/Kg）

11 月 12 日 もやし 岩手県 測定下限値未満（県測定）

11 月 20 日 キャベツ 秋田県 測定下限値未満（6.01Bq/Kg） 測定下限値未満（7.49Bq/Kg）

11 月 27 日 にんじん 茨城県 測定下限値未満（6.01Bq/Kg） 測定下限値未満（7.49Bq/Kg）

角館学校給食センター

11 月 6 日 キャベツ 秋田県 測定下限値未満（6.14Bq/Kg） 測定下限値未満（7.63Bq/Kg）

11 月 12 日 長ネギ 秋田県 測定下限値未満（県測定）

11 月 20 日 はくさい 秋田県 測定下限値未満（5.99Bq/Kg） 測定下限値未満（7.43Bq/Kg）

11 月 27 日 チンゲンサイ 茨城県 測定下限値未満（5.95Bq/Kg） 測定下限値未満（7.39Bq/Kg）

西木学校給食センター

11 月 6 日 ねぎ 秋田県 測定下限値未満（6.16Bq/Kg） 測定下限値未満（7.65Bq/Kg）

11 月 12 日 だいこん 秋田県 測定下限値未満（県測定）

11 月 20 日 きゅうり 埼玉県 測定下限値未満（6.17Bq/Kg） 測定下限値未満（7.66Bq/Kg）

11 月 27 日 じゃがいも 北海道 測定下限値未満（5.95Bq/Kg） 測定下限値未満（7.38Bq/Kg）

仙北市の放射性物質測定状況

岩手県野田村不燃系混合災害廃棄物受入に係る空間放射線量率測定結果
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４６- ２４５７

４３- １７３４

４３- ０３６０

４３- ０１３４

４３- ０６８４

４３- １７７０

４２- ２２２０

４４- ３０８２

５３- ２３９１

４３- ２９１１

４３- ２７２５

４３- ０３９８ ４２- ２４２４

４２- ２２４１

４３- ０６４７

４４- ３５６５

５３- ２８１９

５３- ２８４２

５３- ２３７６

５５- １７８４

５３- ３８８７

５４- ４１３９

４４- ２６２４

５５- ４５８４

５４- １２５１

４４- ３５１８

４４- ３１８５

４４- ２９５３

４３- ２６７４４４- ２８０６

４３- ２９２３

４３- ０３５９

４４- ２１５７

４４- ２４７０

４４- ２７４２

４３- １７５４

４３- ０１４９

田沢湖高原  高野

春山  石神  造道

武蔵野上１・２

武蔵野下１・２

武蔵野下３

武蔵野下５

田沢  生保内地区

神代地区

上野

船場  刺巻  明平

田子の木  大沢

武蔵野上３・４ 西村  見附田  仲
村  前通

打野  谷地村  大
山

男坂上・下  横町
の一部

荒町１～４  大石
野

下新町  南高通り  
中町  下中町

西勝楽町  大横町  
下屋敷  小館

岩瀬上丁・本丁・中
丁  勝楽  上野の一部

竹原町  下竹原町  
水の目沢

岩瀬下タ野  西下
タ野

上新町  東部横町  
岩瀬町  栄町

大荒田  黒倉  抱
返り  わらび座

表町  川原町  歩
行町

細越町  谷地町  裏町  
山根町上丁・下丁

院内上・下  鎌川
上・下  手習石

国館上・下  谷地川
上・下  野中清水

生田上・中・下  
生田松原  下荒川尻

赤石  堂田  四十
程

上森腰１～４  下森
腰１～４  大船  東田

沼田  宿南  横町
の一部  久保

駅前  宿北  浮世坂
団地  横町の一部

城廻  本町  羽根ｹ
台  熊野林  田中

出口  柴倉  真崎
野  上卒田  真崎

七ツ関  下道  赤平  
太田  六丁野  中関

中生保内の一部 
山居  上滝沢

新町営住宅  柳沢団
地  大杉沢団地  仙
岩団地  栄町の一部

千葉 寛治

柴田 英孝

田口 真紀子

佐々木 和典

高藤 孝子

石橋 邦宏

花田 恵

菅原 由比

藤村 志美子

千葉 君子

中島 セツ

千葉 康伸能美 求

中嶋 子

髙根 貞緒

戸澤 裕一

芳谷 京子

柳原 正子

村井 寿子

草彅 良子

佐賀 㓛

髙橋 紀子

伊藤 雅英 高橋 英幸三浦 裕子清水 泰彦

平鹿 稔

伊勢 正

柴田 栄子

小田嶋 愛子

清水 力

佐藤 厚子

勝田 純子

青柳 玲

船山 直彦

佐藤 節子

小林 正

【 新 は新任、主 は主任児童委員、敬称略】

民生児童委員・主任児童委員

新

新新

新

新

新新

新

新 主

主

新

（田沢字打野）

（生保内字下高野）

（生保内字上石神）

（生保内字下滝沢）

（生保内字武蔵野）

（生保内字武蔵野）

（生保内字武蔵野）

（田沢字寺下）

（神代字古館野）

（上野）

（刺巻字明平）

（潟字頭無）（卒田字大石野）

（中町）

（西勝楽町）

（岩瀬）

（水の目沢）

（上野）

（上新町）

（卒田字早稲田）

（北野）

（山根町）

（生保内字武蔵野） （田沢字寺下）（生保内字男坂）（岡崎字大屋敷）

（生保内字赤石）

（生保内字沼田）

（生保内字浮世坂）

（小松字本町）

（卒田字上清水）

（角館東前郷字杉林）

（生保内字上滝沢）

（生保内字武蔵野）

（梅沢字森腰）

（神代字板屋）

（神代字三本塚）

鎧畑  坂下

（田沢字鎧畑）

４２- ２６２３ 

中本 義範
新

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当 担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

担当

  

   

４３- ２８７３４３- １５３７

５５- ４２５８ ４３- ０７４５４４- ２３４６

中生保内上・下武蔵野下４  栄町
の一部

東 勝 楽 丁  七 日 町  
小人町  横町西  旭会

手倉  相内  田向  
野村

神 代 中 央 通  中 野  
柏林  荒川尻１～３  
戸狩野

佐川 隆雄佐々木 裕子

倉橋 絵里古郡 貞彦
新

（生保内字黒沢）（生保内字武蔵野）

（生保内字下手倉）（神代字勘解由屋敷）

担当担当

担当 担当
担当

佐々木 正己
（七日町）

新

 ５５- １０５９
下岩瀬町  田町上・
下丁  あたりや通り  
田町３・４区

宮田 憲隆
（田町下丁）

担当

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

問合せ／社会福祉課　 43-2288
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５４- ３５４５

５５- ４０３１

５５- １４７７

５５- ２４０２

５４- ４５０５

５５- ２０３４ ５５- ５２８７５５- ５４９２

外ノ山  菅沢

黒沢上・下

田頭  上・下碇

八割全域

釣田上・下

下花園上・下 高屋上・下野田  熊堂  古寺

渡辺 由美子

黒澤 啓子

髙橋 花子

菅  幸子

菅原 美智子

草彅 吉郎 渡部 ミユキ千葉 義孝

（中菅沢）

（山谷川崎黒沢）

（雲然碇）

（八割西ケ沢）

（薗田銭神）

（薗田西村） （山谷川崎字川崎）（西長野野田）

担当

担当

担当

担当

担当

担当 担当担当

 

 

 

 

     

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

５３- ２３４９

５３- ２３９５

５３- ２３８１

５５- １７０４

５５- ４５９２５４- １３０６５５- ２３９２４８- ２１４５４７- ２１４８

４７- ２０６３

４９- ２３０５

４８- ２９１３

４７- ３１２７

５５- ２９９１ ５５- ２６１５

５４- ４０３７

５３- ２５１２５５- １４９７

５５- ２８０３

４７- ２９７８

４７- ２０４３

４７- ２２４８

５５- ２３７２ ５５- １２８７

５５- ４２５４

上 菅 沢  金 山 下  
菅沢住宅１・２

西野川原  小勝田
中川原南

小勝田下川原  小
勝田中川原中央

雫田  大場  山谷  
黒森  野原

赤平  若神子  八
掛  安久戸

竹市  竹市野  中
村

浜下  下タ町上・
下

吉田  小波内  相
内  相内潟

潟尻  潟野  十二
峠

古 掘 田  下 橋 元  
中組  寺村  西野

比内沢  宮田  浦
子  内上

木田相沢  大台野  
大台野開

山崎  小白川  袖
野  小渕野

大 畑  大 瀬 蔵 野  
切欠田

小勝田上村  中村  
鵜ノ崎  川原

小勝田下村  下川
原  小倉前

荒屋敷  小倉通り  
西野川原西部

寺後  入角山  前
郷上

高屋敷  平城  前
郷下

小 原 木  石 川 原  
高野  外谷地

上 門 屋  屋 敷 田  
入江  道目木

佐曽田  堂村  荒
町

堂 野 口  上 花 園  
碇メ石

田 中  田 中 住 宅  
上・下町屋

古 米 沢  川 下 田  
中泊

戸澤 一子

佐藤 正勝

吉田 愼一

田口 俊一

田口 恭子鈴木 重由津嶋 公子武藤 直樹

鈴木 妙子 大澤 凉子

入江 和子

山形 美和子桃園 豊弘

草薙 紀雄

田口 賢咲

佐藤 一

鈴木 淳子

佐藤 思公鈴木 重憲

浅利 タミ子

浅利 満子

髙橋 智栄 鈴木 弘

伊藤 一長

佐々木 久悦

（上菅沢）

（小勝田中川原）

（小勝田中川原）

（山谷川崎大場）

（川原若神子）（下延太田前沢田）（広久内舟場）（桧木内字吉田）

（下延大瀬蔵野） （川原字川原）

（小勝田下村）

（雲然荒屋敷）（白岩前郷）

（白岩下掵）

（小山田字外谷地）

（門屋字道目木）

（西明寺字宮田）

（小渕野字後川）（上桧木内字堀内）

（桧木内字畑中）

（桧木内字松葉）

（広久内水神柳） （雲然田中）

（西長野上野）

（大中嶋）

担当

担当

担当

担当

担当担当担当担当担当

担当

担当

担当

担当

担当 担当

担当

担当担当

担当

担当

担当

担当

担当 担当

担当

 ５５- ５６９１
寿楽荘通り  下川原  
大 中 嶋  菅 沢 住 宅
３・４・５・６

担当

新

 ５５- １０２２
北沢  寺沢上・下

小玉 久視
（川原寺前）

担当

    ４８- ２５６７４７- ３４１０ ５５- ４５４４ ５５- ２４６４
長戸呂  下田  久
保

小山寺  鎌足  八津  
小沢口  堀之内  林崎

後村  浜上  中川
原上・下

月見堂  高森  桂
渕  稲荷町  鬼壁

橘 貞子才田 みつ子 佐藤 説子 永山 良一
（桧木内字長戸呂）（小山田字八津） （広久内夜蚊台） （西長野高森）

担当担当 担当 担当

新

新

新

新新

新

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

５５- ５２３９４９- ２１４３

５５- ４６６３４７- ２０５７

４７- ２６３０

４８- ２３５８

４９- ２４４６

４７- ２４０３４９- ２０２８

４８- ２７１３

４８- ２９２５

５５- ２４７８

４８- ２６８１

４７- ２６５４

角中  角小坂本  桁沢  中泊

角中  白岩小六本杉  漆原

西荒井  塚野腰

中里  小滝

戸沢  鳥屋森

宮田  後川  落合堀内  三共

高屋  畑中  山口

松葉  橋掛通

角中  角小  中川小

桧木内地区

西明寺地区

橋本 智美阿部 明雄

髙橋 昌子西宮 久子

沢山 節子

佐藤 久洋

鈴木 順子

武藤 和子

佐藤 芳子

石郷岡 宗幸

門脇 隆明

藤島 絹雄

髙橋 千年世

布谷 茂子

伊藤 タツ子

主

主

主

主

主

（岩瀬）（上桧木内字坂本）

（白岩前郷）（門屋字六本杉）

（西明寺字梨子木台）

（西荒井字中野）

（上桧木内字横枕）

（桧木内字大台野開）

（小渕野字西田）

（西荒井字荒田）

（桧木内字小滝）

（上桧木内字鳥屋森）

（小勝田松ケ崎）

（桧木内字松葉）

（門屋字漆原）

担当担当

担当担当

担当

担当

担当

担当担当

担当

担当

担当

担当

担当

新

新

新

新

新

民生児童委員・主任児童委員

 ５５- １３９５
駅 通 り  中 菅 沢  
下菅沢

佐藤 義直
（中菅沢）

担当
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12
月
１
日
、
角
館
中
学
校
体
育
館
を
会
場

に
仙
北
市
卓
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
卓
球
連
盟
（
大
平
弘
司
会
長
）
主

催
の
こ
の
大
会
に
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
約

２
０
０
人
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

白
球
打
ち
合
い
熱
戦
展
開

第
９
回
仙
北
市
卓
球
大
会

12月1日
角館中学校

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

ち
い
き
の

わ
だ
い

受
賞
し
た
橋
本
さ
ん
。「
税
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
今
後
知
識
を
深
め
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

門脇市長に看板を手渡す渡辺会長（左から 3 人目）と郵便局
長の皆さん

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
を
手
に
す
る
大
友
さ
ん 活動に尽力された個人・クラブを表彰熱戦が繰り広げられた卓球大会

　

作
文
を
通
じ
中
学
生
に
税
に
つ
い
て
関
心

を
持
ち
、
正
し
い
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

　

秋
田
県
東
部
地
区
郵
便
局
長
会
の
仙
北
北

部
会
（
会
長
：
渡
邉
訓
弘
羽
後
白
岩
郵
便
局

長
）
か
ら
仙
北
市
に
山
菜
や
キ
ノ
コ
採
り
時

の
遭
難
に
対
し
注
意
を
喚
起
す
る
看
板
８
枚

が
11
月
21
日
、
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
地
域
公
益
事
業
推
進
活
動
の
一

環
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
活
動
を
毎
年
続

け
て
い
て
、
昨
年
は
「
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
禁

止
」
の
看
板
を
寄
贈
。
市
で
は
寄
贈
さ
れ
た

看
板
を
来
春
、田
沢
湖
玉
川
周
辺
に
設
置
し
、

遭
難
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

11
月
15
日
、
生
保
内
市
民
体
育
館
で
田
沢

湖
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
が
開
催
さ
れ
、
活
動
の
推
進
や
育
成
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

育
成
功
労
者

　

浦
山
英
之
助
（
葉
桜
会
）、高
橋
妙
子
（
田

　

沢
寿
会
）、
越
後
谷
シ
ズ
ヱ
（
田
沢
第
一

　

老
ク
）、
千
葉
勝
雄
（
湖
寿
会
）、
千
葉
ナ

　

ツ
ノ
（
北
部
長
寿
ク
）、松
田
イ
エ
子
（
中

　

生
保
内
ク
）、
門
脇
ト
モ
子
（
新
生
会
）、

　

田
中
和
加
（
武
蔵
野
ク
）、
渡
辺
徳
朗
、
岩

　

崎
満
（
以
上
、
武
蔵
野
悠
遊
会
）、
西
野

　

正
子
（
生
保
内
中
央
ク
）
畠
山
ミ
ヨ
（
向

　

生
保
内
朝
日
ク
）、
小
玉
正
子
、
田
村
サ

　

タ
（
以
上
、
刺
巻
老
ク
）、
真
崎
ト
キ
（
卒

　

田
も
み
じ
会
）、
松
田
謙
治
郎
（
荒
町
金

12月4日 11月21日

11月15日

角館中学校 市役所田沢湖庁舎

生保内市民体育館

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

郵
便
局
長
会
仙
北
北
部
会

田
沢
湖
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

市
内
中
学
生
受
賞

「
遭
難
注
意
」
看
板
寄
贈

創
立
50
周
年
記
念

第
8
回
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

厚
生
労
働
省
は
、
こ
の
度
、
平
成
25
年
度

の
卓
越
し
た
技
能
者（
通
称「
現
代
の
名
工
」）

の
表
彰
対
象
者
１
５
０
人
を
決
定
し
、
仙
北

市
か
ら
樺
細
工
職
人
の
経
德
明
夫
さ
ん
（
角

館
町
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
創
設
の
こ
の
制
度
は
、
卓
越
し

た
技
能
を
持
ち
、
そ
の
道
で
第
一
人
者
と
目

さ
れ
て
い
る
技
能
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

技
能
の
世
界
で
活
躍
す
る
職
人
や
技
能
の
世

界
を
志
す
若
者
に
目
標
を
示
し
、
技
能
者
の

地
位
と
技
能
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

樺
細
工
職
人　

経
德
明
夫
さ
ん
受
章

現
代
の
名
工

11月7日
角館地区

　

経
德
さ
ん
は
、
樺
細
工
に
従

事
し
始
め
た
昭
和
40
年
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
技
術
に
磨

き
を
か
け
、
優
れ
た
作
品
を

次
々
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

樺
細
工
に
は
「
型
も
の
」「
木

地
も
の
」「
タ
タ
ミ
も
の
」
の

技
法
が
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
を

習
得
し
た
経
德
さ
ん
が
作
り

出
す
作
品
は
、
全
国
伝
統
的
工

芸
品
公
募
展
で
、
入
選
、
入
賞

の
実
績
が
多
数
。
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸

展
で
は
、
開
催
38
回
の
う
ち
知
事
賞
を
９
度

受
賞
し
、
39
回
か
ら
は
特
別
出
展
扱
い
と
し

て
審
査
対
象
外
と
な
り
、
別
枠
で
の
展
示
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
工
芸
士
と
し

て
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
実
演
を
行
い
、
県

内
外
の
観
光
客
に
樺
細
工
の
魅
力
を
伝
え
、

若
手
従
事
者
の
育
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
に
経
德
さ
ん
は
「
業
界
や
行

政
の
協
力
が
あ
り
が
た
い
。
今
後
も
作
品
を

見
た
方
々
が
感
動
す
る
よ
う
な
も
の
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

（
納
貯
連
）
が
共
催
で
募
集
し
て
い
た
「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」
で
、
橋
本
琉
さ
ん
（
角

館
中
２
年
）
の
作
品
「
税
に
つ
い
て
」
が
東

北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞

し
、
12
月
４
日
に
宍
戸
正
義
大
曲
税
務
署
長

と
髙
橋
達
仙
北
地
域
納
貯
連
副
会
長
が
角
館

中
学
校
を
訪
れ
、表
彰
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
藤
海
里
さ
ん
（
同
３
年
）
が
大

曲
税
務
署
長
賞
、山
本
和
輝
さ
ん
（
同
１
年
）

が
大
曲
地
区
税
務
団
体
協
議
会
長
賞
、
日
辻

功
栄
さ
ん（
同
３
年
）と
浅
利
賢
宏
さ
ん（
桧

木
内
中
３
年
）
が
仙
北
地
域
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
賞
、
加
賀
谷
志
乃
さ
ん
（
角
館
中

３
年
）
と
佐
藤
朱
さ
ん
（
西
明
寺
中
２
年
）

が
仙
北
地
域
納
税
貯
蓄
連
合
会
長
特
別
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

大
会
成
績
（
敬
称
略
）

団
体
戦

　
《
優
勝
》
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｔ　

Ａ

　
《
準
優
勝
》
て
く
て
く
倶
楽
部
Ｄ

　
《
第
３
位
》
卓
楽
会
、
卓
磨
会

個
人
戦　

　

一
般
男
子
１
部
《
優
勝
》
水
戸
幸
正　
《
準

　

優
勝
》斎
藤
雄
馬　
《
第
３
位
》阿
部
多
馬
、

　

阿
部
和
範　

一
般
男
子
２
部
《
優
勝
》
小

　

木
田
成
喜　
《
準
優
勝
》
三
河
研
太
郎　

　
《
第
３
位
》
阿
部
伸
也
、
黒
澤
一
彦　

一

　

般
男
子
３
部
《
優
勝
》
藤
原
良
隆　
《
準

　

優
勝
》中
村
和
彦　
《
第
３
位
》大
平
弘
司
、

　

谷
藤
祐
二　

一
般
女
子
１
部
《
優
勝
》
柏

　

谷
有
紀　
《
準
優
勝
》
伊
藤
愛
心
里　
《
第

　

勢
寿
会
）、佐
藤
芳
子
（
神
代
南
長
寿
ク
）、

　

佐
藤
テ
ル
（
岡
崎
辰
子
ク
）、小
瀧
功
（
小

　

松
睦
会
）、
佐
藤
次
男
（
東
前
郷
福
寿
ク
）

優
良
ク
ラ
ブ

　

田
沢
寿
会
（
会
長  

千
葉
生
子
）、
向
生
保

　

内
朝
日
ク
ラ
ブ
（
会
長  

田
村
貞
良
）、
神

　

代
中
央
長
寿
ク
ラ
ブ
（
会
長  

藤
原
貫
一
）

特
別
表
彰

　

民
族
舞
踊
塾
万
踊
衆  

塾
長  

菊
池
正
平
、

　

地
区
老
連
会
報  

編
集
長  

山
部
利
雄
、
事

　

務
局  

勝
田
純
子

12月4日
市役所田沢湖庁舎

天
理
教
仙
北
北
支
部
婦
人
会

長
年
の
活
動
に
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　

天
理
教
仙
北
北
支
部
婦
人
会
の
行
っ
て
き

た
長
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
と
記
念
品
が
送
ら

れ
、
12
月
４
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
婦
人
会
は
、
昭
和
36
年
の
設
立
当
初
か

ら
寿
楽
荘
へ
毎
月
１
回
の
清
掃
奉
仕
な
ど

様
々
な
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

代
表
者
の
大
友
和
子
さ
ん
は
「
先
輩
た
ち

の
思
い
を
受
け
継
い
で
長
く
続
け
ら
れ
て
う

れ
し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

３
位
》
大
和
田
凜
、
高
橋
葉
月　

一
般
女

　

子
２
部
《
優
勝
》
小
林
真
澄　
《
準
優
勝
》

　

浜
野
彩
香　
《
第
３
位
》
中
嶋
り
え　

一

　

般
女
子
３
部
《
優
勝
》
藤
本
順
子　
《
準

　

優
勝
》
菅
原
艶
子　
《
第
３
位
》
三
浦
貴

　

美
子
、
高
橋
和
子　

中
学
１
年
男
子
《
優

　

勝
》鈴
木
隆
星　
《
準
優
勝
》浅
利
賢　
《
第

　

３
位
》
藤
村
赳
裕
、
山
田
凌　

中
学
２
年

　

男
子
《
優
勝
》
藤
澤
和　
《
準
優
勝
》
伊

　

藤
彰
吾　
《
第
３
位
》
永
山
敦
也
、
草
彅

　

未
丸　

中
学
生
女
子
《
優
勝
》
伊
藤
亜
莉

　

沙　
《
準
優
勝
》
黒
澤
月
菜　
《
第
３
位
》

　

藤
原
舞
香
、加
藤
南
美　

小
学
生
《
優
勝
》

　

三
河
翔
太　
《
準
優
勝
》
伊
藤
和
磨　
《
第

　

３
位
》
草
彅
未
怜
、
草
薙
皓
太

現代の名工　経德明夫さん

仙北市のできごとをお届け

ちいきのわだい
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こ
の
た
び
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
、

市
か
ら
お
祝
い
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
の
お
祝
い

12月1日・2日
仙北市内

12月1日、細川ミツさんが白寿を迎えました。

12月2日、門脇まささんが白寿を迎えました。

倉橋 正和 氏
61 歳：宮城県（田沢湖
生保内出身）元 1 等陸尉

防衛功労防衛功労

田口 和彦 氏
61 歳：田沢湖生保内

元 3 等空尉

瑞宝双光章瑞宝単光章

　

政
府
は
、
第
21
回
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者

を
こ
の
度
発
表
し
、
仙
北

市
関
係
者
２
人
が
受
章
し

ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
勤
務
尽

力
さ
れ
、
受
章
さ
れ
た
方

は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

本
市
関
係
者

２
人
が
受
章

11月3日
仙北市

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

11月24日 11月15日
角館温泉花葉館 神代小学校

第
５
回
全
国
縄
綯
競
技
大
会

神
代
の
小
学
校
と
地
域
運
営
体
が
い
ぶ
り
大
根
づ
く
り

縄
綯
い
の
技
術
を
競
う

地
域
に
伝
わ
る
食
の
文
化
を
学
ぶ

　

11
月
24
日
、
全
国
縄
綯
競
技
大
会
が
角
館
温

泉
花
葉
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
参
加

し
た
32
人
が
縄
綯
い
の
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
平
成
縄
綯
塾
（
菅
原
誠
晃
塾

長
）
が
主
催
し
、
今
年
で
５
回
目
。
地
域
の

運
動
会
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
縄
綯
競
技
を
引

継
ぎ
、
総
延
長
は
９
６
５
６
・
１
㍍
と
な
り

ま
し
た
。

大
会
成
績
（
敬
称
略
）

個
人
の
部　

優
勝
（
18
・
２
㍍
）

　

松
永
キ
ヨ
子
（
由
利
本
荘
市
）

　

神
代
小
学
校
で
は
「
地
域
で
継
承
さ
れ
て
き

た
食
の
文
化
」
の
学
習
と
し
て
、
い
ぶ
り
大
根

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
大
根
の
畑
造
り
か
ら

種
ま
き
、
収
穫
、
漬
け
込
み
、
販
売
体
験
を

神
代
地
域
運
営
体
と
協
働
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
15
日
は
３
年
生
の
児
童
が
４
班
に
分

か
れ
、
地
域
運
営
体
会
員
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
約
１
６
０
キ
ロ
の
燻
さ
れ
た
大
根
を

手
際
よ
く
洗
い
、
準
備
し
て
お
い
た
柿
や

塩
、
砂
糖
な
ど
と
混
ぜ
合
わ
せ
漬
け
込
み
ま

し
た
。

　

初
め
て
の
作
業
に
児
童
か
ら
は
「
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
を
家
庭
で
参
考
に
し
て
み
た

い
」「
材
料
の
混
ぜ
あ
わ
せ
が
思
っ
た
よ
り

う
ま
く
い
っ
た
」と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「おいしく出来ればいいな」の思いのこもった漬
け込み作業

個人戦は 10 分、団体戦は 3 人 1 組で一人 5
分で綯う縄の長さと出来栄えを競いました。

　

食
べ
頃
の
１
月
の
下
旬
に
は
、
児
童
が
決

め
ら
れ
た
分
量
に
カ
ッ
ト
し
、
真
空
パ
ッ
ク

詰
め
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

団
体
の
部　

優
勝
（
28
・
95
㍍
）

　

伊
藤
正
一（
横
手
市
）、伊
藤
サ
ダ
子
、佐
々

　

木
昭
子
（
以
上
、
由
利
本
荘
市
）
チ
ー
ム

第２９回 国民文化祭・あきた２０１４

来年、秋田県で開催される国民文化祭の仙北市で行われる事業をシリーズで紹介しています。

おもてなし事業  
市民や企業・団体と協力し来訪者を歓迎し、観光案内やサービスなど

のおもてなしで国民文化祭を盛り上げます。

　国民文化祭とは、日本中で様々な文化活動に親しんでいる個人や団体が集まり、
日ごろの成果や実力を発表し交流を深める ｢日本最大の文化祭｣ です。
　昭和 61 年に東京都で開催されてから毎年、各県を巡ってきたこの国民文化祭が
平成 26 年秋、秋田県で開催されます。

仙北市主催事業紹介⑩

第２９回 国民文化祭・あきた２０１４

  日　　時 　平成 26 年 10 月 4 日土　～　11 月 3 日月・祝
会　　場 　仙北市内全域　

事業内容   　・駅での横断幕やのぼりによるお出迎え
　　　　　　・マスコットキャラクターによる駅での
　　　　　　　お出迎え、お見送り

問 合 せ 　第 29 回国民文化祭仙北市実行委員会　事務局
　　　　　　（教育委員会国民文化祭推進室内） 43-3315

秋田県マスコット　スギッチ

生涯学習サークル紹介
【問い合わせ先】

教育委員会生涯学習課　 43-3383

　広報せんぼく 6 月 16 日号掲載の仙北市生涯学習ガイドから主に市内
で活動するサークルを紹介します。
　参加してみたいなど、活動に興味がある方は生涯学習課にお問い合
わせください。

※開催日時が変更になる場合がありますので、初めて参加さ
　れる方は事前にお問い合わせください。

■サークル名　角館大弓会

■活動場所　　角館武道館（弓道場）

　若年者からシルバー年代まで続けられる武道ですが、稽古は
マイペースで、しかも自身との闘いです。的を射る緊張感と達
成感は他の競技では味わうことのできない醍醐味です。道場の
たたずまい（雰囲気）は凛として、座っているだけでも心が落
ち着きます。
　初心者には指導者が丁寧に指導しますので、安心して仲間入
りできます。初心者大歓迎です。

第６回

■活動日時　　毎週火・木・金曜日　19：00 ～ 21：00

■会員数　　　20 人。自分のレベル（初心者から国体選手まで）
　　　　　　　で弓道を楽しむ。

■その他　　　弓道を仙北市民の代表的スポーツにしたい。小学 5・6 年生、中学生の会員募集。

仙北市のできごとをお届け

ちいきのわだい
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イベント

お
知
ら
せ

相
談
相
談

募
集

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

イ
ベ
ン
ト

●日時／ 12 月 28 日（土）10：00

～ 12：00　●場所／仙北市活性化施

設（かたくり館）　●内容／臼と杵で

の餅つきと鏡もち作り体験　●参加費

／ 1,000 円（鏡もち 1 組持ち帰り含

む）　●募集人数／ 10 人　●募集締

切／ 12 月 25 日（水）　●申込・問

合せ／仙北市活性化施設（かたくり館）

47-3535

鏡もち作り体験

　今年で 36 回目となる児童生徒県南

美術展が角館町平福記念美術館で開催

されています。

　今年は県南 7 市町村（仙北市・大

仙市・美郷町・横手市・湯沢市・羽後

町・東成瀬村）の小中学校 90 校か

ら 1,086 点の作品が寄せられました。

子どもたちの力作は 1 月 29 日（水）

まで展示されますので、ぜひこの機会

にご覧ください。

●会期／平成 26 年 1 月 29 日（水）

●会場／角館町平福記念美術館　●開

館時間／ 9：00 ～ 16：30（入館は

16 時まで）　●入館料／一般 150 円

小・中学生無料　※仙北市民は無料　

●同時開催／常設展示　平福穂庵・百

穂展（第 1 展示室）　●休館日／ 12

月 28 日（土）～ 31 日（火）、1 月

2 日（木）～ 4 日（土）（1 月 1 日は

開館します）　●問合せ／角館町平福

記念美術館　 54-3888

第３６回児童生徒県南美術展
【参加者募集】

 新年の新たな気持ちを筆に込めて 
　お正月の恒例行事となりました「新

春書きぞめ大会」を下記の日程で開催

します。ぜひご参加ください。

●日時／平成 26 年 1 月 8 日（水）9：

00　●会場／角館交流センター　●

課題／ ▼小 1「きぼう」　 ▼小 2「う

まどし」　 ▼小３「ふじの山」  小４「花

さく里」　 ▼小 5「高い文化」　 ▼小 6

「希望の春」　 ▼中 1「強い信念」　 ▼

中 2「雄大自然」　 ▼中 3「山河四望春」 

※中学生は行書　※上記は、「書友社」

新年書初手本　※手本持参可能　※高

校生・一般参加者の課題は自由 　●

参加料／無料（記念品進呈）　●持物

／書道用具、下敷き（半紙は当日配布）

●申込・問合せ／ 12 月 19 日（木）

17：00 まで最寄りの公民館へお願い

します。　 ▼ 田沢湖公民館　 43-

1061　 ▼角館公民館　 54-1110

▼西木公民館　 47-3100

第９回仙北市新春書ぞめ初大会

　角館南高校は来年度、角館高校と統

合です。この定期演奏会が本校での最

後の演奏会となります。

　今回の定期演奏会では、幅広いジャ

ンルの曲を演奏します。第２部はマー

チングのステージドリルです。第３部

では、０Ｇと一緒に演奏する曲もあり

ます。個性あふれる、女子校ならでは

の演奏会にぜひおいでください。

●日時／ 12 月 22 日（日）開場 16：

00　開演 16：30　●会場／大仙市中

仙市民会館ドンパル　●入場料／ 300

円　●問合せ／角館南高等学校　橋

本、小松　 54-1166

角館南高等学校吹奏楽部
エンジェル・ドリーム・コン
サート（第１９回定期演奏会）

心ぬくぬくポップスとスタンダードの夜
　仙北市在住のアーティストによるラ

イブです。ぜひ、足をお運びください。

●出演／菅原弘明、大木彩乃　●日時

／ 12 月 20 日（金）開場 18：30　

開演 19：00　●場所／仙北市民会館

●入場料／無料　●問合せ／仙北市民

会館　 43-3143

仙北市民会館　
ロビーコンサート

　冬休みの 1 日、貝がらや木の実など

の自然素材を使った工作を親子で楽し

んでみませんか？

●日時／平成 26 年 1 月 12 日（日）

10：00 ～ 14：00　※この時間内の

都合のよい時間に来て、工作を楽しんで

いただきます。　●会場／秋田県立農

業科学館　多目的ホール　●対象／幼

児・小学生を含む親子・家族　●費用／

無料　●申込／ 1 月 10 日（金）17：

00 まで、代表者名・参加人数・電話番

号を下記へご連絡ください。（当日参加

も受付ます）　●申込・問合せ／岩城少

年自然の家　 0184-74-2011

岩城少年自然の家主催事業　
親子ワンデイキャンプ
貝がら工作を楽しもう　in　
農業科学館

NAVI
お知らせナビ 仙北市に訪問看護ステーションが開設されました！

訪問看護って知っていますか？
　今年 9 月 1 日に「訪問看護ステーションかくのだ
て」が開設しました。
　訪問看護とは、訪問看護ステーションから看護師
などが自宅を訪問し、病気や障がいをお持ちの方が
住み慣れた地域や自宅で療養生活を送れるように支
援するサービスです。

訪問看護ステーションのサービス

　病状や療養生活を看護の専門家の目で見守り、適切な
判断に基づいたケアとアドバイスで、24 時間 365 日対応
し、在宅での療養生活が送れるように支援します。
　また、医師や関係機関と連携をとり、さまざまな在宅
ケアサービスの使い方を提案します。

訪問看護ステーションでは次のようなサービスを提供
しています。
療養上のお世話

身体の清拭、洗髪、入浴介助、
食事や排せつなどの介助・指導

医師の指示による医療処置

かかりつけ医の指示に基づく医
療処置

病状の観察

病気や障がいの状態、血圧・体温・
脈拍などのチェック

医療機器の管理

在宅酸素、人工呼吸器などの管
理

ターミナルケア

がん末期や終末期などでも、自宅
で過ごせるよう適切なお手伝い

床ずれ予防・処置

床ずれ防止の工夫や指導、床ず
れの手当

在宅でのリハビリテーション

拘縮予防や機能の回復、嚥下機
能訓練等

認知症ケア

事故防止など、認知症介護の相
談・工夫をアドバイス

ご家族等への介護支援・相談

介護方法の指導ほか、さまざま
な相談対応

介護予防

低栄養や運動機能低下を防ぐア
ドバイス

訪問介護を利用するには？

　訪問看護は医療保険、介護保険のどちらでサービスを
受ける場合もかかりつけ医の指示書が必要となります。

医療保険で訪問看護を利用する場合
　赤ちゃんからお年寄りまで年齢に関わりなく訪問看護
が利用いただけます。利用を希望する際には、かかりつ
け医にご相談ください。訪問看護ステーションでは、か
かりつけ医が交付した「訪問看護指示書」に基づき、必
要なサービスを提供します。

介護保険で訪問介護を利用する場合（要支援、要介護
認定が前提です）

「要支援 1 ～ 2」または「要介護 1 ～ 5」に該当した方は、
ケアマネジャーと相談し、訪問介護を居宅サービス計画
に組み入れ、「訪問看護指示書」に基づき、必要なサービ
スを提供します。

利用をご希望の方 かかりつけ医

訪問看護ステーション
訪問

訪問看護の利用に
ついての相談

指示書

利用をご希望の方

かかりつけ医訪問看護ステーション

ケアマネジャー

訪問

訪問看護の利用に
ついての相談

指示書

依頼

訪問介護を利用する費用は？

　利用する公的保険の種類によって基本利用料の割合が
異なります。

基本利用料 その他の負担

介護保険で訪問看護を利用

する場合

毎回、他の居宅サービスと同様
に費用の 1 割を負担

支払限度額を超えるサービス（訪
問看護回数増など）、保険給付対
象外サービスは全額自己負担

健康保険・国民健康保険で

訪問看護を利用する場合

● 70 歳以上の方は、原則とし
　て費用の 1 割（現役並み所得
　者の方は費用の 3 割）を負担
● 70 歳未満の方は、原則とし
　て費用の 3 割（義務教育就学
　前の方は費用の 2 割）を負担

●一定時間を超えるサービス、休
　日や時間外のサービスは差額
　を負担
●交通費、おむつ代、エンゼル
　ケア（死後の処置）は実費を
　負担

事業所のご紹介
訪問看護ステーションかくのだて

（サポートハウス仙北併設）
角館町勝楽 123-1（市立角館総合病院隣り） 42-8668

　平成 25 年 9 月 1 日に開設し、看護師 3 人、24 時間体
制で利用者の自宅での生活を支援しています。併設して
いるサポートハウス仙北（小規模多機能型居宅介護事業
所）にも経験豊富なス
タッフ、看護師、介護
職員がいて、医療、介
護の両方から利用者の
自宅での生活を継続し
て支援する体制が整っ
ています。
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平成２６年・２７年度
国有林モニターの募集

　東北森林管理局は、国有林の管理・

運営に皆様の声を役立てていくため、

モニターを募集しています。

●募集人数／ 48 人程度　●募集期間

／平成 26 年 1 月 31 日（金）まで

（当日消印有効）　●任期／ 2 年間（平

成 26 年 4 月～平成 28 年 3 月）　●

内容／アンケートへの回答、現地見学、

国有林モニター会議への出席など　

●応募資格、募集方法など、詳しくは

東北森林管理局ホームページをご覧い

ただくか、下記へお問い合わせくださ

い。●問合せ／東北森林管理局　企画

調整課　林政推進係　 018-836-

2228　FAX 018-836-2031　

http:www.rinya.maff.go.jp/tohoku/

セミナー・教室等

　今年も「角館　雛

めぐり」を開催しま

す。それに先駆け「つ

るし雛教室」を下

記の日程で開催しま

す。

　今年は初心者用ち

りめん細工のつるし

つるし雛教室

お知らせ

① パソコン基本（4 日間）
マウス ･ キーボード操作、文字入力、

インターネット、電子メールなど

●対象／初心者　●日時／平成 26 年

1 月 14 日（火）・15 日（水）・23 日（木）・

24 日（金）13：00 ～ 16：00

②エクセル基本（2 日間）
表の作成、計算など

●対象／パソコン基本操作をおおよそ

習得している方　●日時／平成 26 年

1 月 28 日（ 火 ）・29 日（ 水 ）13：

00 ～ 16：00

●使用するパソコン　Windows 7　●

場所／仙北市総合情報センター 研修室

（角館町田町上丁 23）　●定員／各 30

人　●申込・問合せ／仙北市総合情報

センター（土・日曜日、祝日を除く）　

43-3339　※テキストについて

は、学研の「わかるパソコン入門　

Windows7」1,200 円を書店（ブッ

クイン 105 など）で購入し持参願い

ます。

仙北市総合情報センター主催
第４回 パソコン講座受講生募集

　毎日の生活の中で、ふと刺激や変化、

充実感が欲しいと思うことはありませ

んか？「3 Ｂ体操」は、年齢性別を

問わず誰でも楽しめる健康体操です。

ボール・ベル・ベルダーという 3 つの

手具を使い、好きな音楽に合わせなが

ら楽しく体を動かすことで心と体のリ

フレッシュを図ります。美容効果にも

期待が持て、全国の女性からも幅広く

支持されている体操です。皆さんもご

一緒に 3 Ｂ体操で心身共に健康になり

「３Ｂ体操」～みんなで楽しく
健康づくり～

し尿汲み取り料金の改定のお
知らせ

　し尿汲み取り料金につきましては、

平成 21 年度改正から本年度まで 5 年

間努力を重ね据え置きとしてまいりま

したが、燃料や排ガス規制による車両

価格の高騰等に伴い平成 26 年 4 月 1

日から下記のとおり改訂させていただ

くこととしました。

　ご利用いただきます市民の皆様には

大変ご迷惑おかけいたしますが、主旨

ご理解いただき何卒ご了承いただきま

すようお願い申し上げます。

【改定前】
100 リットルあたり 667 円
　　　　　↓

【改定後】
100 リットルあたり 850 円
●問合せ／ ▼ 羽後衛生社　 54-

3312  ▼サニックス　 54-1313  

▼堀川林業　 46-2041　 ▼にしき

美掃社　 47-2824　 ▼ おばこ環

境清掃　 43-0828　 ▼ 中仙衛生

社　 56-2732

12 月は「飲酒運転追放県民運
動強調期間」

　年末の交通安全運動が 12 月 11 日

（水）から 20 日（金）までの 10 日

間実施されています。また、12 月は

「飲酒運転追放県民運動強調期間」と

なっています。これから年末を迎え、

積雪や凍結によるスリップ事故の危険、

忘年会等の飲酒の機会の増加から飲酒

運転による事故の多発が心配されます。

市民の皆様のより一層のご協力をお願

いします。

　　　　　仙北市交通安全対策協議会
　　　　　仙北地区交通安全協会
　　　　　仙北警察署

税務職員を装った者からの不
振な電話にご注意ください

　国税局や税務署

の職員を名乗る者

からアンケートや

年金受給調査と称

して、個人情報を

聞き出そうとする

事例が多発してい

ます。

　不審な電話があった場合には、最寄

りの税務署にお問い合わせください。

●問合せ／大曲税務署　 0187-

62-2191

温かいお弁当の配達をご利用
ください！

　仙北地域の高齢者（65 歳以上）の

方や在宅看護をされている方々の健康

を考え、栄養バランスを整えたお弁当

1 個 400 円（一般 450 円）の注文配

達をします。

　保温容器を使用した手作り弁当で、

配達日は毎週月曜日・金曜日のお昼の

お届けとなります。ご要望に応じて介

護用品等の宅配も行いますので、ご利

用をお待ちしています。

●ご注文・問合せ／ＮＰＯ法人　地域

サポート仙北（仙北市角館町川原町

13-10）　 52-1710　FAX 55-

5221

訂正とお詫び

　広報 12 月 1 日号 25 ページ「善意」

に掲載の松本孝朗さんの住所は「薗田

清水涌」の誤りでした。また、26 ペー

ジ「戸籍の窓口から」松本綾子さんの

住所は「薗田清水涌」の誤りでした。

訂正してお詫びします。

田沢湖スキー学校からお知らせ

【2014 ★こどもまつり★】
スキーや雪を通じたいろいろな遊びを

しながら、たくさんの友達を作って、

楽しい 1 日にしましょう♪お昼には餅

つきも準備しています。

●日時／平成 26 年 1 月 1 日（水）9：

30 ～ 15：00　●対象／ 5 歳から小

学 6 年生まで　●料金／3,500円（講

習料、保険料、諸経費含む。リフト代

金は別途）　●定員／ 20 人（定員に

なり次第締切）

【バッジテスト】
◆プライズテスト：1 月 19 日、2 月

16 日、3 月 23 日・30 日、4 月 6 日（す

べて日曜日）　※前日に事前講習があ

ります。

◆級別テスト：１月 12 日・20 日、2

月 9 日・23 日、3 月 2 日・16 日、

30 日（すべて日曜日）

◆ボードバッジテスト：2 月 23 日、

4 月 6 日（すべて日曜日）

　このほかにもいろいろなイベントを

開催します。詳しくは、下記へお問い

合わせください。

●申込・問合せ／田沢湖スキー学校　

46-2011　ホームページ http://www.

tazawako-ss.com/

雛（一本飾り）①を 1 回、中級者用ち

りめん鞠飾り②を 3 回にかけて製作し

ます。自分で作ったつるし雛を飾って

ひな祭りを楽しみませんか？

①一本つるし飾り
●日時／平成 26 年 1 月 15 日（水）

9：00 ～ 12：00　●材料費／ 1,200

円　●定員／ 20 人（先着順）　●持

ち物／裁縫用具、定規、筆記用具

②ちりめん鞠飾り
●日時／ ▼ 第 1 回目：平成 26 年 1

月 15 日（ 水 ）13：00 ～ 16：00

▼第2回目：平成26年1月21日（火）

13：00 ～ 16：00　 ▼ 第 3 回目：

平 成 26 年 1 月 28 日（ 火 ）13：

00 ～ 16：00　 ● 材料費／ 3,000

円　●定員／ 20 人（先着順）　●持

ち物／裁縫用具、定規、筆記用具また

はチャコペン、木工用ボンド、ピンセッ

ト、カッター、パーツを入れる箱

①、②共通
●場所／角館交流センター　●申込

締切／ 12 月 27 日（金）　※申込時、

①か②、または両方の教室申込のご連

絡をください。　●申込・問合せ／仙

北市商工会　 54-2304（新年は

6 日から開所となります）　※完成作

品を「角館　雛めぐり」の際に展示予

定です。ご協力お願いします。

ましょう。

●実施日時／平成 26 年 1 月 14 日・

21 日・28 日、2 月 4 日（毎週火曜

日）計 4 回　13：30 ～ 15：00　

●会場／田沢湖総合開発センター　●

講師／公益社団法人　日本 3 Ｂ体操

協会　理事　渡部けい子 氏　●定員

／ 30 人　●受講料／無料　●申込・

／平成 26 年 1 月 9 日（木）まで（た

だし、12月28日（土）～1月5日（日）

は年末年始のため受付できません）　

●申込・問合せ／田沢湖公民館　

43-1061

自宅がキャンパス「放送大学」
学生募集（４月入学）

1 科目からでも学べます。
入学試験はありません。

　放送大学はテレビ・ラジオ（BS デ

ジタル放送・CATV）、インターネッ

トで授業を行う通信制の大学です。

●募集学生／教育学部：幅広い分野

の約 300 科目から学べます。 ▼ 全

科目履修生（卒業を目指す）　 ▼選科

履修生（1 年間在学）　 ▼科目履修生

（半年間在学）　大学院：約 70 科目

を開設しています。 ▼修士選科生（1

年間在学）　 ▼修士科目生（半年間在

学）　●募集期間／平成 26 年 2 月

28 日（金）まで　●資料請求・問

合せ／放送大学秋田学習センター 

018-831-1997　http://www.ouj.
ac.jp/
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12/
１６ 月

●パソコンで作る「年賀状講座」（田沢湖総合開発センター 15：00 ～ 16：00 頃）

12/1・P22

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（紙風船館 10：00 ～ 12：00） 12/1・P23

●笑いでいきがいづくり教室（田沢湖健康増進センター 9：40 ～ 10：00（受付）11：

30（終了）） 10/16・P12

１７ 火
●第 3 回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 11/16・P20

●男性のための料理教室（健康管理センター10：00 ～13：00） 11/16・P21

１８ 水

●えくぼの会（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） 12/1・P12

●社 会 福 祉 協 議 会 心 配ごと相 談日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00）

12/1・P23

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 12/1・P23

●第 3 回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 11/16・P20

１９ 木 ●韓国語（中級）講座（田沢湖総合開発センター 19：00 ～ 20：00） 10/16・P18

２０ 金 ●仙北市民会館ロビーコンサート（仙北市民会館 18：30（開場）19：00（開演）） P19

２１ 土

２２ 日 ●「社交ダンス」講習会（西木公民館大会議室 19：30 ～ 21：00） 12/1・P22

２３ 月

２４ 火
●糖尿病予防教室講演会（健康管理センター 13：30 ～ 15：00） P7

●献血（詳しい時間・場所は 7 ページをご覧ください） P7

●荒木田裕子氏講演会（仙北市民会館 14：00 ～） 12/1・P21

２５ 水 ●こころの相談（角館交流センター 13：30 ～ 17：00） 12/1・P13

２６ 木
●社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～ 16：00） 12/1・P23

●韓国語（中級）講座（田沢湖総合開発センター 19：00 ～ 20：00） 10/16・P18

２７ 金
●笑いでいきがいづくり教室（田沢交流センター 9：40 ～ 10：00（受付）11：30（終

了）） 12/1・P12

２８ 土

●鏡もち作り体験（仙北市活性化施設（かたくり館）10：00 ～ 12：00） P19

● DC ファイナルイベント in 仙北市（JR 田沢湖駅、JR 角館駅 10：00 ～ 14：00）

12/1・P2

２９ 日

３０ 月
●環境保全センター　年末年始の一般家庭ごみの受け入れ（環境保全センター 8：30 ～

16：40） P4

３１ 火

1/ １ 水
●元旦歓迎イベント（JR 田沢湖駅、JR 角館駅）

●田沢湖スキー学校　2014 ★こどもまつり★（たざわ湖スキー場 9：30 ～ 15：00） P20

２ 木

３ 金

４ 土
●環境保全センター　年末年始の一般家庭ごみの受け入れ（環境保全センター 8：30 ～

12：00） P4
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SR　いくつになっても何と
なくワクワクしてしまうこ
の時期。しかしながら、仕
事の日、通勤ルート以外は
行き帰り寄り道もせず、休
みの日、特に出かけるわけ
でもなく、今年はクリスマ
スムードを感じられていま
せん。唯一それらしいのが
シャンパンと思って飲んだ
サイダー…

TR　前回号の入稿日、体調
を崩してダウン。ほとんど
動けず、二日寝込むことに
…。そのせいで、いろいろ
な方に迷惑をかけてしまい
ました。本当にすみません
でした。皆さんも体調管理
に気を付けましょう！（ん !?
前にも同じことをつぶやい
たような…）

YR　12 月も中ほどを過ぎよ
うとしています。年末の慌
ただしい雰囲気に気持ちも
焦り気味に。皆さんはどう
でしょうか。実際は焦って
いる割に何もしておらず「家
の片付けを思い切って行い
たい」と思っていたのです
が諦め半分…。まだ時間あ
りますね。がんばります。

つ ぶ や き
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市役所からのお知らせ／保健・健
康の掲示板

仙北市の放射性物質測定結果

民生児童委員・主任児童委員

ちいきのわだい

第 29 回国民文化祭・あきた 2014
仙北市主催事業紹介⑩／第 6 回
生涯学習サークル紹介

訪問看護って知っていますか？
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